
       
  

 
 
 

 

 

晩秋の候、保護者の皆様はいかがお過ごしでしょうか。学校におきましては、後期の生活も始まり、学習や運

動に集中する子供たちの姿が、毎時間見られています。 

４月に６年生を対象に行われた「全国学力・学習状況調査」の結果も公表されました。本校におきましても、

子供たちの結果を分析し、考察した上で、これからの学習に生かしていきます。 

 

《全国学力・学習状況調査とは》 

全国学力・学習状況調査は、小学６年生と中学３年生を対象に行われている調査です。 

文部科学省や教育委員会が、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検

証し、その改善を図ることが目的です。また、学校には、本調査の結果を子供への教育指導の充実や学習状況の

改善などに役立てることが求められています。 

この調査は、「教科に関する調査」と、「生活習慣や学習環境に関する質問紙調査」で構成されています。「教

科に関する調査」は、知識・技能、思考力・判断力・表現力等は、相互に関係し合いながら育成されるものとい

う新しい学習指導要領の趣旨を踏まえ、基礎知識と活用力を一体的に問うように構成されています。 

 

 

１ 国語                            （グラフの〇数字は設問数） 

 
領域別のグラフが示す左側の３つ「知識及び技能」に関する問いにおいては、全国や静岡県の平均正答率を上

回りました。しかし、「書くこと」や「記述式の問題形式」の問いでは、全国や静岡県の平均正答率を下回る結果

となりました。 

正答数分布でみると、平均正答数の割合は全国や静岡県とほぼ同じですが、14 問中 12 問以上正答の児童の割

合は本校 35.7％、全国 30％・静岡県 28.5％と全国や静岡県よりも上位層が多いことが分かります。 

＜高い結果が得られた問題＞ 

○日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気付くことができるか 

                                    （本校 83.3％ 全国 74.6％） 

○話し言葉と書き言葉との違いに気付くことができるかどうか 

 （本校 82.1％ 全国 75.9％） 
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◇本校の調査結果と課題 
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＜結果が大きく下回った問題＞ ※下記参照 

  ・資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるか 

（本校46.4％ 全国52.9％） 
 
１－二（２） 

 オンラインで交流する場面において、和田さんの話し方の工夫として適切なものを選択する問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国語考察】 

全ての教科の土台となる言語能力の育成について、これまでの取組「校内漢字検定、読書活動の奨励、学習課

題や目標に照らした学習のまとめ・振り返り」などを引き続き充実させていきます。また、「ＴＨＡＮＫＳ」が生

まれる授業のＡ：「相手を意識した聴き方・話し方」の力、物語文や説明文の読み方など、子供たちの発達段階を

意識した上で、系統的に育てていくことにも力を入れていきたいと考えています。 

子供たちが「ＴＨＡＮＫＳ」（達成感、発見、相手を意識した聴き方・話し方、納得、共感・感動等）を実感で

きるような国語の授業を更に研究していきます。 

２ 算数                             （グラフの〇数字は設問数） 

 

領域別グラフが示すように、学力調査の３つの領域で、正答率が静岡県を上回りました。また、問題形式別に

みると、記述式の問題において全国や静岡県を上回る結果となりました。 

正答数分布でみると、16 問中 14 問以上正答の児童の割合は本校 25.1％、全国 23.5％、静岡県 20.9％と、国

語と同様に、上位層が多いことが分かります。 
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33.3％の児童が『①相手の言葉を引用して話した。』を選びました。１対１の会話だから相手との言葉
キャッチボールがあると考えてしまったかもしれませんが、会話⑦にある「これが、実際に出題されたク
イズが書かれたカードです。」の言葉から、正答にたどり着くことができたと思います。 

 



＜高い結果が得られた問題＞ 

○計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答えを式や言葉を用いて記述できる 

かどうか                               （本校 63.1％ 全国 56.9％） 

＜結果が下回った問題＞ 

・直方体の見取図について理解し、かくことができるかどうか        （本校 78.6％ 全国 85.5％） 

 ・示された情報を基に、表から必要な数値を読み取って式に表し、基準値を超えるかどうかを判断できるかど

うか ※下記参照                           （本校 39.3％ 全国 49.3％） 

 

 ５－(４) 

  示された桜の開花予想日の求め方を基に、開花予想日を求める式を選び、開花予想日を書く問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数考察】 

国語に比べると無解答の割合が国や静岡県よりも高く、一人一人の理解度の差や問題に粘り強く取り組むこと

ができなかったことなどに課題が見られました。現在も進めていることですが、指導法工夫改善担当の教員を加

えての少人数指導や３年生の放課後チャレンジ教室など、低・中学年のうちから、個への支援をさらに充実させ

ることで、基礎学力の定着を図っていきます。 

また、次項にある質問項目『算数の授業で学習したことを、今後の学習で活用しようとしていますか』におい

て、肯定的な割合が低いことが分かりました。算数の学びが生きた力として発揮されるよう、多様な考え方を導

き、より良い解決や結論を見出したり、日常生活に活用したりできるような授業を日々充実させていきます。 

３ 学習状況調査（児童生徒質問紙）から 
 

 

学習状況調査は、主体的に学習に取り組む態度及び学習状況に関する内容を一人一人確認し、児童の人格形

成や生き方を育てる目安として設定されています。富士市では、家庭と学校とが協力し、学力向上に努めてい

くように項目を決め、数値目標を設定しています。質問紙の調査結果には、本校の子供たちの良さが表れてい

ました。 
 

質問 69項目中、33項目は、全国・静岡県ともに平均以上の肯定的な回答でした。 

＜全国や静岡県と比較して５％以上高い項目＞ 

○携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について、家の人と約束したことを守っていますか 

             （本校82.3％ 県70.0％ 全国71.1％） 

○困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか 

        （本校 75.3％ 県 68.3％ 全国 67.1％） 

 『○ウに１から４の中から１つ選択すること、○エに予想日の数を入れること』という解答の形式に当ては
まっていなかったり、形式は理解していたが、エの数が正答から大きく違っていたりする子供が 21.4％と
多くいました。問題の意味を正しく読み取る力や問題を読んでおよその見当を立てる力などが必要となり
ます。 



○学校に行くのは楽しいと思いますか              （本校91.8％ 県86.5％ 全国84.8％） 

○５年生までの学習の中で PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて『自分の考えや意見を

分かりやすく伝えることができる』                      （本校85.8％ 県79.7％ 全国79.2％） 

○先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないことについて、分かるまで教えてくれていると

思いますか                          （本校 95.3％ 県 88.4％ 全国 87.9％） 

○あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方

法を決めていますか                      （本校 91.7％ 県 85％ 全国 84.5％） 

〇道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいますか 

（本校94.1％ 県89％ 全国88.2％） 

〇算数の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしていますか （本校 75.3％ 県 64.2％ 全国 63.6％） 

〇自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりすることがあ

りますか                          （本校88.3％ 県82.9％ 全国83.2％） 

〇理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てていますか 

（本校 90.6％ 県 85％ 全国 85.6％） 

＜全国や静岡県と比較して５％以上低い項目＞ 

・分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することができています

か                             （本校75.3％ 県80.3％ 全国80.7％）  

・５年生までの学習の中で PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて『自分のペースで理解

しながら学習を進めることができる』              （本校 80％ 県 86.8％ 全国 85.5％）  

  ・５年生までの学習の中で PC・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用することについて『画像や動画、音声等 

を活用することで、学習内容がよく分かる』          （本校 81% 県 90.3％ 全国 89.8％） 

・授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると思いますか 

（本校 77.7％ 県 82.9％ 全国 83.7％） 

  ・総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動

に取り組んでいますか                    （本校74.1％ 県79.3％ 全国81.3％） 

・算数の授業で学習したことを、今後の学習で活用しようとしていますか 

（本校 77.7％ 県 85％ 全国 84.6％） 

・英語の授業の内容はよく分かりますか            （本校 71.7％ 県 79.4％ 全国 78.3％） 

 【質問紙考察】 

「学校に行くのは楽しい」の項目において、肯定的な割合が県や全国の数値を上回り、90％を超え、学校生活

を楽しんでいる子供たちの姿が伝わってきます。「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで

も相談できますか」「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを

生かして解決方法を決めていますか」などの数値も高く、安心した学校生活が送れていることが伺えます。また、

道徳や学級活動での話合い活動が充実していることも分かり、子供たち一人一人の思いを大切にした本校の研修

の一つが表れていると言えます。 

ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器の活用に関する質問については、差が見られる結果となりました。一人一

台のタブレットが配付されて４年目に入り、子供たちがタブレットを扱う場面は増えてきています。今後は、タ

ブレットをどのように扱い、学びの質を高めていくかをさらに研究していくことで、子供たち一人一人に確かな

力を育み、楽しく学んでいけるような教育活動を行っていきます。 

全国学力・学習状況調査について、富士中央小の子供たちは、毎年、よい成果を収めています。学校では、日々

授業改善を行い、富士中校区において９か年の子供たちの育ちを支えていけるよう教育活動の充実に努めていま

すが、ご家庭での教育、ご支援が子供たちの心の安定につながり、学習意欲を高め、学習の定着に大きく関わっ

ていることは言うまでもありません。 

富士中央小は、家庭、地域での学習環境が整っていることが何より大きな財産です。子供たちがたくましく未

来を切り開いて生きる姿を思い描きながら、今後も保護者、地域の皆様と手を携えて教育活動に取り組んでまい

りたいと考えております。ご家庭におきましては、これからも家庭学習の充実や規則正しい生活習慣の育成をお

願いするとともに、引き続き、本校の教育活動へのご理解、ご支援をよろしくお願い申し上げます。 


